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ボールパーク構想推進の
経過と進捗について

（企画財政部 ボールパーク推進室 ボールパーク推進課）

（2018年12月19日 総合計画推進委員会 資料）



1建設地の概要

建設地



2建設地の概要

総合体育館

JR北広島駅

建設地

（出所：写真データ Google、ＺＥＮＲＩＮ）

市役所



3建設地の概要

総合運動公園計画地

36.7ha



4ボールパーク誘致の経緯と経過

平成27年10月

官民連携による総合運動公園整備の

調査検討を開始

平成27年12月

プロの試合も可能な野球場について

ファイターズと意見交換



5ボールパーク誘致の経緯と経過

平成28年5月

ファイターズの新球場構想が報道

• ファイターズ球団事務所を訪問し、

誘致活動を行う旨の申し入れ

平成28年6月

• 議会定例会において、市長が新球場

誘致について表明



6ボールパーク誘致の経緯と経過

• 日本ハムとファイターズにより、新

球場構想の具体的な調査検討開始を

発表

平成28年12月

• 北広島市からファイターズへ提案書

を提出



7ボールパーク誘致の経緯と経過

北広島市

目指す都市像

希望都市
交流都市
成長都市

ファイターズ

企業理念

Sports community
（スポーツ・コミュニティ）

＜目指す方向の一致＞

ボールパーク・スポーツを核とした
協働によるまちづくり



8ボールパーク誘致の経緯と経過

誘致における協議を合計17回実施

平成29年1月～平成30年3月

・候補地における課題

・行政手続き

・整備手法 ・・・

・まちづくりの将来像の共有



9ボールパーク誘致の経緯と経過

新球場建設候補地が

「きたひろしま総合運動公園予定地」

に決定

平成30年3月26日

平成30年10月31日

新球場建設が正式に決定



10新球場

Copy Right © Hokkaido Ballpark Corporation, All Rights Reserved



11新球場の概要

・名 称 ／北海道ボールパーク（仮称）

・建設用地 ／ 北海道北広島市共栄（きたひろしま総合運動公園予定地）

・建設費用 ／ 約600億円 ※球場周辺外溝部及び球場内設備・機器等を含む

・仕 様 ／ 開閉式屋根 天然芝フィールド

・建築面積 ／ 約 50,000㎡

・延べ面積 ／ 約 100,000㎡

・収容人数 ／ 約 35,000人

・構 造 ／ RC造 S造

・階 数 ／ 地下1階、地上4階

・スケジュール ／ 2018年11月 基本設計及び実施設計期間

2020年 5月 建設着工

2023年 3月 開業

・コンセプト ／『 “北海道のシンボル”となる空間を創造する』

Copy Right © Hokkaido Ballpark Corporation, All Rights Reserved



12新球場イメージ

Copy Right © Hokkaido Ballpark Corporation, All Rights Reserved



13新球場イメージ

Copy Right © Hokkaido Ballpark Corporation, All Rights Reserved



14新球場イメージ

Copy Right © Hokkaido Ballpark Corporation, All Rights Reserved



15新球場イメージ

Copy Right © Hokkaido Ballpark Corporation, All Rights Reserved



16新球場イメージ

Copy Right © Hokkaido Ballpark Corporation, All Rights Reserved



17新球場イメージ

Copy Right © Hokkaido Ballpark Corporation, All Rights Reserved



18新球場イメージ

Copy Right © Hokkaido Ballpark Corporation, All Rights Reserved
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進捗状況について
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ボールパーク建設地

地理院地図

交通アクセスについて

主要アクセス道路（案）
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地理院地図

交通アクセスについて

既存道路の改修

国の機関と協議

• 国道とのアクセスについて

• 来場者の交通輸送について

北海道との協議

• アクセス道路について

• 都市計画（変更手続き等）について
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地理院地図

交通アクセスについて

鉄道アクセス

新駅予定エリア

JR北海道との協議

• 千歳線の輸送力強化について

• 新駅の建設、北広島駅の改修について
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地理院地図

調査業務について

環境調査
凡例

環境調査対象エリア
特別天然記念物 野幌原始林

• 運動公園予定地と新設アクセス道路の

動植物の現況調査

• 今年7月下旬から来年7月上旬まで

• 野幌原始林の適切な保全について

文化庁と協議
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地理院地図

調査業務について

埋蔵文化財の調査
凡例

埋蔵文化財調査対象エリア
特別天然記念物 野幌原始林

• 埋蔵文化財調査について

北海道と協議
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地理院地図

調査業務について

埋蔵文化財の調査①

共栄8遺跡
土器・剥片

共栄7遺跡
動物捕獲用の落とし穴
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19 1

（別紙資料②）

共栄9遺跡
土器

調査業務について

埋蔵文化財の調査②



27その他関係機関との協議

その他関係機関との協議

• 来場者の安全確保、周辺治安について

(厚別警察署)

• 周辺施設等との共生について

(北ひろしま福祉会、道教育委員会)

• シャトルバス輸送について

(バス事業者、北海道バス協会)



28行政サポートについて

前提事項 公園区域のみ各種減免措置

【公園区域】スタジアム、屋外野球場、

駐車場、アスレチック施設、レジャー施設、

その他スポーツ施設



29行政サポートについて

前提事項 公園区域のみ各種減免措置

【公園外区域】ホテル、物販・飲食施設、

住宅、オフィス、医療施設、教育施設



30交通への配慮について

工事期間中における配慮

• 工事車両が住宅地を通らないよう
北進通線を利用することを基本

• 地域への事前説明会を実施



31交通への配慮について

開業後における配慮

• 生活道路に球場来場者の車両が
極力入らないよう対策を検討

• 駐車場の入退出のピークをずらす
対策を検討



32連携事業の取り組みについて

球団との連携

市と球団が有する資源を掛け合わせ、
両者が発展するための取り組み

パートナー協定の締結
平成30年1月15日



33連携事業の取り組みについて

主な連携事業

• スポーツコミュニティ
in北広島

• ファイターズラン
• パブリックビューイング

• 小中学校授業
（体育授業・キャリア教育授業）



34

啓発活動：ポスター、のぼり、横断幕、

ステッカーの作成

小中学校訪問ＰＲ

応援活動：パブリックビューイング、

応援ツアーの実施

BP推進期成会の活動について

北広島市ボールパーク推進期成会

官民一体となってBP構想推進の機運を醸成
することを目指し、平成30年5月22日設立

主な活動内容



35今後の予定について

インフラ関係

2018 2019 2020 2021 2022 2023

公園用地粗造成

西裏線延伸2023年以降完了予定▲

橋梁工事2023年以降完了予定▲

調査設計 用地取得 工事

アクセス道路新設

既存道路の改修

上下水道工事

▼完了

共栄南1号線延伸完了▼

周辺道路完了▼

完了▼



36今後の予定について

施策展開

2018 2019 2020 2021 2022 2023

期成会による啓発活動・応援活動

候補地、北広島市の知名度向上・PR

カウントダウンイベントの実施

構想理解の促進・的確な情報発信

市民参画の促進

球団との連携事業の充実・拡大

近隣自治体との連携
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まちの将来像について



38新たなまちづくりの将来像

 まちの象徴、北海道の象徴となる空間の整備

 目的地としての魅力的な施設整備

北海道・地域のシンボル



39新たなまちづくりの将来像

 スポーツ関連産業の拡大

 地域独自の産業の活性化

新たな産業集積・起業促進、消費・雇用拡大



40新たなまちづくりの将来像

 自然・スポーツ機会に近い健康的なライフスタ

イルの享受

 特色ある教育環境の提供

 都心・空港とのアクセス性

強化

コンパクトで健康な新たなライフスタイルの展開



41新たなまちづくりの将来像

 定住・交流人口の増加

 多様な世代が安心して暮らせる医療・福祉や

商業等の都市機能の整備

 防災拠点機能の強化

地域の持続的成長（夢・愛着と挑戦を育むまち）


